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沼周

湯
の
町

d

ヘ
ス
タ
ー
ト

館
街
の
配
管
完
了

発 行 所

給

湯

量

集

書課

(月|回発行)

官

v

市
は
こ
の
夏
に
営
業
を
開
始
し
た
国
民
宿
舎
「
大
洲
臥
龍
苑
」
の
温
泉
導
入
に
つ
い
で
、
古
川
街
地
、

A

V
旅
館
街
へ
の
給
湯
配
管
工
事
を
す
す
め
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
ほ
ど
十
九
旅
仰
と
四
医
療
機
関
の
設
備

A

V

を

完

了

関

係

機

閣

の

認

可

を

ま

つ

ば

か

り

と

な

り

ま

し

た

の

ム

大
別
温
泉
は
、
大
川
の
武
陵
か
ら
総
一
進
行
中
の
一
以
思
な
ど
に
つ
い
て
は
原
一
口
飲
用
の
方
法
と
注
意
一
の
取
り
扱
い
か
と
く
に
ふ
く
そ
う
し
ま
一
安
全
な
笠
山
を
す
る
ポ
イ
、
/
卜
は
一
が
で
き
ま
せ
ん
。
一
刻
代
文
明
の
盗
事
」
地
球
は
狭
く
な

霊
費
二
千
万
円
で
給
湯
す
る
も
の
で
一
則
と
し
て
一
言
と
す
る
け
一
同
泉
勺
飲
用
の
一
回
喜
一
般
に
百
一
す
の
で
、
小
包
は
十
五
日
ま
で
に
、
年
一
事
情
な
言
自
主
て
マ
畠
よ
い
一
言
の
構
造
や
需
が
一
宮
量
に

τま
し
た
。
外
国
で
起
こ
っ
た
で
き

量

の

よ

さ

は

変

大

教

授

喜

寿

雄

、

一

雇

用

一

i
一
一
す
↑
ブ
ム
で
す
が
、
長
の
あ
一
賀
状
は
で
き
る
存
取
り
ま
と
め
て
二
一
リ
ー
ダ
ー
を
景
霊
山
刊
を
励
行
す
一
あ
わ
な
い
も
の
は
、
許
可
さ
れ
ま
せ
ん
一
と
も
、
尽
に
日
本
に
反
映
し
て
き
ま

国
大
文
理
学
部
長
大
望
室
の
一
同
氏
一
賢
臓
炎
と
ネ
フ
ロ
在
、
遣
の
去
る
場
合
は
医
師
の
指
導
喜
け
な
け
一
十
二
日
。
ろ
ま
で
に
郵
便
局
へ
差
し
出
一
主
主
の
連
絡
ー
な
ど
で
す
。
互
の
保
管
は
、
許
可
裏
付
た
人
が
一
す
の
放
送
は
そ
の
川
時
空
生
か
し
て

の

調

査

で

証

明

さ

れ

て

い

ま

す

。

そ

の

一

必

要

口

一

れ

ば

な

り

ま

せ

ん

の

一

し

て

く

だ

さ

い

一

一

塁

で

し

な

け

れ

ば

な

り

ま

せ

ん

い

石

し

い

ニ

ュ

ー

ス

主

主

く

茶

の

間

日

一

七

日

誌

の

よ

遣

も

の

一

円

九

三

慢

筋

肉

リ

証

ド

百

一

氏

一

一

一

一

日

一

一

一

…

一

一

一

市

岡

山

内

山

一

一

一

一

一

一

一

昨

日

」

一

三

一

IF--Dピ一

一
ワ
マ
チ
、
謀
、
火
傷
、
ほ
れ
皮

E

l

i

-

i

-

Z結
び

つ

け

て

く

だ

さ

い

コ

一

猟

銃

空

気

鋭

の

一

(

警

察

ス

ボ

ヅ

ト

)

一

ニ

ュ

ー

ス

佐

官

田

む

最

深

い

話

題

j

om用
一

病

、

慢

性

婦

人

科

疾

患

(

慢

性

子

宮

山

一

年

末

郵

便

物

で

才

E
ぃ

一

(

大

山

震

回

)

一

法

律

か

わ

る

一

i

l

l

-

-

!

一を
N
H
Kき
ト
ワ
l
ク
、
海
外
の
総

す
ベ
ζ

の
急
足
豪
に
急
性
熱
」
内
膜
炎
、
慢
性
附
民
間
ち
一
①
年
末
は
年
賀
状
や
小
包
で
郵
便
物

τ事
空
気
銃
に
よ
る
犯
罪
事
故
一
は
じ
め
て
一
支
局
を
動
員
し
て
ぬ
動
的
に
と
ら
え
る

わ
容
器
状
態
(
震
及
び
君
臨
一

O
飲

用

一

一

課

ハ

た

め

、

銃

砲

刀

剣

類

所

持

章

一

一

報

道

ワ

イ

ド

番

組

で

す

。

E
5
5
一
=
=
一
Z
E
E
-
言
語
一
一
E
E
E
S
E
E
-
i
i
u
u
品
川
臓
病
及
ぴ
喜
一

f
u
H
A
h一
冬

山

を

甘

く

み

ま

い

刊

誌

時

ト

明

日

目

一

“

着

席

券

発

売

一

U
1
1
H
Aレ

ピ

子
ど
も
会
指
導
者
研
修
、
V
Y
S
グ
一
こ
と
に
そ
の
予
防
一
語
、
紅
葉
と
多
く
の
人
々
の
目
を
一
う
こ
毒
事
故
が
起
き
て
お
り
ま
す
り
一
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
一
年
末
年
始
の
列
車
一
「
海
外
野
番
組
」
総
合
テ
レ
ビ

ノ
I
話
題
、
善
悪
ど
児
童
一

O
阪

入

庶

法

一

楽

し

ま

せ

て

く

れ

た

石

f
こ
ん
一
こ
れ
ら
の
事
故
の
多
く
は
、
山
を
甘
く
一
お
も
な
改
正
在
、
次
の
と
お
り
で
一
利
用
方
法
一
木
後
七
、
一
一
一
?
八
、

B

E
t
s
-ぁ

一
慢
性
気
管
支
カ
之
、
限
カ
ダ
ル
一
ど
は
自
の
シ
ー
ズ
ン
川
や
っ
て
き
ま
一
み
て
語
や
食
糧
な
ど
を
患
に
し
た

70

沢

一

年

末

年

析

の

列

車

は

、

著

さ

ん

L
「
需
の
映
像
」
総
合
テ
レ
ビ
、
金

り
、
主
の
児
童
の
理
に
大
い
に
一
口
入
浴
の
方
法
と
注
意
一
し
た
o

了
、
無
理
な
行
動
を
と
っ
た
た
め
に
起
一
存
猟
、
有
露
関
与
、
品
川
一
荷
物
が
富
聞
に
集
中
す
る
の
で
輸
送
一
後
、
七
、
一
一
一
0
1八、

S

効
果
が
あ
る
も
の
と
芝
主
主
一
日
一
一
一
同
以
内
、
一

Z
E
E
-ル

に

お

お

わ

れ

た

仰

ぎ

一

き

て

い

ま

す

。

一

古

川

日

刊

刊

誌

主

力

不

足

と

な

り

、

車

内

が

た

い

へ

ん

こ

一

ト

ザ

ヨ

ト

一

司

口

日

ピ

日

一
普
通
の
人
山
刀
法
と
し
ま
す
o

た
だ
一
冬
山
、
夏
山
叶
う
っ
て
変
パ
た
気
象
一
冬
山
首
長
、
冬
山
ゆ
き
び
し
さ
す
袋
、
芸
銃
の
耳
は
、
会
安
委
一
み
あ
い
ま
す
ヲ
レ
一
「
経
済

E」
総
合
テ
レ
ビ
水

し
、
信
の
あ
る
燭
注
医
師
の
止
条
件
芝
呂
志
萎
れ
!
と
も
な
一
を
じ
ゅ
う
ぶ
ん
一
議
し
て
カ
か
る
よ
う
員
会
の
講
習
を
受
け
な
け
れ
ば
許
可
と
そ
こ
で
同
鉄
大
洲
釈
で
は
み
な
さ
/
一
後
、
二
、
一

0
1
二
、
凹
O

導
を
受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
一
う
た
め
に
、
不
世
山
系
で
も
白
骨
の
よ
一
こ
し
ま
し
ょ
う
。
一
一
に
次
の
こ
と
を
印
同
意
し
て
い
た
だ
い
て
一

-

l

一

な

り

ま

せ

ん

。

一

べ

一

「

世

界

の

窓

」

教

育

テ

レ

ビ

、

日

i

a

一
少
し
で
も
楽
に
乗
れ
る
よ
う
に
協
力
を
一

勺
討
川
吋
i

i

i

i

j

A

1

i

i

;

:

j

-

V

五

年

む

と

に

許

可

の

更

新

手

耕

三

一

昨

び

か

け

て

い

ま

す

。

一

後

、

六

、

一

ニ

?

七

、

8

一
0
昭

和

一

干

一

年

一

月

一

日

か

長

マ

表

当

者

に

は

新

年

早

々

、

教

育

委

王

い

と

、

許

可

の

効

力

が

な

く

な

り

↑

一

「

時

の

人

」

ラ

ジ

オ

第

一

、

月

i
土

一
二
昌
一
一
十
百
ま
で
一
日

ω市
員

会

か

ら

案

内

状

差

し

出

し

ま

す

一

所

持

で

き

ま

せ

ん

。

一

。

。

一

前

、

七

、

四

千

七

五

九

…

内

存

者

。

か

=

損

保

の

方

で

案

内

も

れ

の

万

は

一

五

銃

の

所

持

は

二

十

歳

、

芸

銃

の

一

①

一

旦

二

日

か

ら

一

月

八

日

ま

で

は

一

「

ニ

ュ

ー

ス

特

集

」

ラ

ジ

オ

第

一

、

…
成
人
式
j
z
一
一
τ
E
t
-
-主
E
Z
E
z
r
三

圭

E
z
-
-
-
三
一
一
-
Z
E
-
-
一
一
所
持
は
従
来
ど
お
り
十
八
歳
に
な
ら
な
一
車
内
が
こ
み
あ
っ
た
め
に
、
急
行
列
半
一
守
護
八
、
旦
了
八
、
五
八

一Oと
き

昭

和

四

十

二

一

い

と

許

可

さ

れ

ま

せ

ん

。

一

の

坐

席

彊

お

取

り

扱

い

を

や

め

ま

す

一

ラ

ジ

オ

第

一

士

、

後

、

八

、

O
三

簡

素

な

服

装

で

一

マ

許

可

の

用

途

以

外

に

は

、

撃

っ

と

と

一

こ

の

期

間

は

超

満

員

で

整

理

が

つ

か

な

了

八

、

三

O

一

年

一

月

十

五

一

一

日
日
刊
H

成

人

式

へ

ど

う

一

L日
訪
町
一
七
日
肝
心
い
U

時
半
ま
で
z
-
Z
E
-
-
z
t
e
-
-
=
=
=
z
-
=
z
一
E
E
-
-
E
z
-
-
Z
E
-
-
z
-
一
二
=
一
一
一
一
-
-
Z
E
-
-
一
「
き
ょ
う
の
国
会
」
「
記
者
座
談
会
」

O
と

こ

ろ

大

州

市

公

会

蛍

公

民

館

か

教

育

委

員

会

に

出

席

を

印

一

「

時

の

動

き

」

な

ど

で

構

成

し

、

重

要

。

行

事

記

念

撮

影

、

在

、

余

出

て

く

だ

さ

い

。

一

問

題

が

起

っ

た

場

合

機

動

的

に

重

点

興

、

新

成

人

出

席

者

伝

記

念

誰

も

が

参

加

し

や

す

い

生

で

一

編

成

し

ま

す

。

品

と

簡

単

な

昼

食

を

準

備

し

ま

経

済

成

長

に

伴

な

っ

て

生

活

も

次

第

一

N
H
K番
組
よ
り

↑

社

会

教

育

課

沙1'1

縞

寺
期
巴
乃

J

同
也
笠
宮

d

品目下
L

一
入
手
持
ヨ

0
リ
/
ゴ
里
亙
日

i
」
一
ア
寸
」

一
城
山
遊
園
地
完
成
は
年
度
内

一
市
民
待
塑
の
児
童
館
が
、
い
よ
い
よ
一
営
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、

一
者
工
の
運
び
と
な
り
、
七
日
現
地
の
城
一
①
地
域
児
堂

一
山
遊
園
地
で
起
工
式
が
行
な
わ
れ
ま
し
一
の
任
意
な

三

た

。

一

利

用

に

供

二
こ
の
児
童
館
は
、
四
百
一
干
二
万
円
一
す
る
こ
と

一
二
(
国
@
県
の
補
助
金
百
六
十
万
円
と
市
一
(
図
書
の

税

金

も

納

め

て

気

持

の

よ

一

一

一
一
費
二
百
六
十
万
円
)
を
投
じ
て
建
設
、
一
閲
覧
、
遊

い

新

年

を

迎

え

ま

し

ょ

う

一

一

一

一
一
死
話
積
一
一
百
一
干
平
方
メ
ー
ト
ル
の
木
一
具
の
貸
出

i
l
I
l
l
i
-
-
J
I
l
l
一
造
二
階
建
で
、
内
容
は
遊
戯
室
、
集
会
一
し
)

1
1
1
1
1
1
l
u
-
-川
」
一
室
、
図
書
室
、
事
務
室
な
ど
が
設
け
ら
一
⑦
指
導
員
に

お
お
明
方
れ
で
れ
、
工
事
は
年
度
内
に
お
わ
る
こ
と
に
一
よ
る
集
団

付

開

削

川

削

評

」

一

一

な

っ

て

い

ま

す

。

-

指

導

(

鍵

4
q卜
|
録
。
吋
叱
↑
一
児
童
館
は
、
屋
内
を
利
用
す
る
子
ど
一
ペ
子
の
指

登
川
叫
「
二

民

2
キ
て
も
の
遊
び
場
で
、
家
庭
に
子
ど
も
部
屋
-
導
、
グ
ル

口
男
女
数
日
山
積
一
が
あ
る
よ
う
に
控
室
会
に
児
童
績
が
一

l
プ
活
動

捕

此

面

一

考

え

ら

れ

て

い

ま

す

。

一

の

指

導

)

運
営
委
員
会
な
ど
の
決
定
に
よ
っ
て
運
一
の
援
助
(

大

文

九
】正 二悉;也

固
定
資
産
税

調

月

の

納

税

10月末市の人口 l 

人

適
応
症
多
い
良
質
温
泉

lと

も

余

裕

も

てコ

所在地手成広閣金屯寺
所有&- 代表者佐野清明氏

〔昭和40年3月29目指定)

の
頭
部
と
体
部
を
丸
彫
り
す
る
い
日
法
で
ん
に
行
な
わ
れ
た
も
の
で
し
た
c

ま
た
が
r
え
ぐ
り
彫
っ
た
も
の
)
を
し
て
衣
付
く
な
る
か
ら
で
す
υ

、
奈
良
時
代
の
次
の
こ
の
時
代
ま
で
犠
像
の
下
部
は
円
錐
形
に
内
ぐ
り
(
内
側
の
削
れ
止
め
を
し
て
い
ま
す
一
②
①
の
坐
席
指
定
に
か
え
て
本
年

像
は
ど
っ
し
り
と
し
た
中
に
も
催
美
一
は
じ
め
て
大
川
駅
で
H

肴
席
券
υ
を
発

さ
を
持
ち
、
衣
紋
(
え
も
ん
)
や
仏
体
一
売
し
ま
す
。
そ
の
列
車
は
一
月
三
日
か

の
あ
し
ら
い
な
ど
に
は
、
日
本
M
m特
の
一
一
ら
一
月
六
日
ま
で
の
大
洲
駅
発
十
一
時

か
な
文
字
の
流
限
さ
の
片
鱗
も
う
か
が
一
一
一
分
の
臨
時
急
行
で
、
一
日
の
発
売
枚

え
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
地
万
仏
師
の
一
数
は
七
十
枚
、
発
売
日
十
二
月
二
十
五

作
ら
し
く
作
品
全
体
と
し
て
椛
拙
な
と
一
円
か
ら
、
判
料
金
I
五
十
円
で
す
。

こ
ろ
が
あ
る
も
の
の
、
い
か
に
も
お
ぼ
一
③
腐
ら
な
い
お
み
や
げ
や
手
回
り
品

こ
で
京
は
さ
や
豊
か
さ
が
あ
っ
て
、
毘
一
は
一
月
一
百
ま
で
か
一
日
七
日
か
ら
後
一

沙
門
天
の
妃
と
し
て
富
貴
円
満
の
仏
像
一
に
匁
山
り
や
後
送

h

り
す
る
こ
と
が
楽
な

ら
し
く
お
わ
し
ま
す
。
高
さ
百
五
十
糎
一
服
わ
を
す
る
ポ
イ
ン
ト
で
す
。
ま
た
手

で
材
債
は
わ
か
り
ま
せ
ん
。
長
い
年
月
一
何
物
を
泳
、
b
れ
る
お
符
さ
ん
に
は
切
得

の
聞
に
か
な
り
の
木
喰
い
山
の
被
害
が
一
室
二
日
前
売
り
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す

み
ら
れ
ま
す

藤

原

時

代

作
口
口口

の

? 

(
社
会
教
育
課
)

ー
世
界
の
動
き
を

知
る
た
め
に
i

お
す
す
め
番
組

ー
お
ぼ
こ
で
素
直
♂
や
豊
か
さ

の
あ
る
吉
祥
天
立
像

遊園地に基礎汀ちをはじめた児童飴の建設工事

“
わ
が
家
を
守
る
カ
ギ
と

}l? 

そ
れ
/
追
い
出
せ
暴
力

さ
あ
/
し
め
出
せ
酒
の
み
運
転



生
事
〔
が
れ
の
探
求
(
出
口
日
出
麿
)
一
美
に
生
き
る
(
林
武
)
ひ
一
台
ほ
し
い
。
一
手
五
百
円
か
ら
-
ニ
高
血
圧
の
方
に
怯
穀
物
で
す
。
ぬ
弘
叫

家
庭
革
命
(
池
田
大
作
)
)
に
っ
ぽ
ん
語
考
現
学
(
永
野
賢
)
一
千
円
ぐ
ら
い
。
家
族
全
員
で
時
々
体
重
一
湯
に
ゆ
っ
く
り
は
か
る
こ
と
が
健
康
の

整
蓋
字
の
生
涯
(
板
垣
直
子
)
一
落
日
抄
(
野
口
E
文
)
一
を
ほ
か
つ
て
、
健
康
状
態
を
み
ま
す
。
一
も
と
だ
そ
う
で
す
。

一
一
お
と
な
は
身
長
か
ら
を
司
引
き
、
十
分
一
⑤
湿
度
計
・
:
・
墜
房
し
で
あ
る
室
に

沼

の

花

影

(

黒

岩

重

吾

)

一

虹

は

消

え

な

い

(

富

島

健

夫

)

一

一

一
一
の
九
を
か
け
た
ち
の
を
中
心
に
、
上
下
一
ぜ
ひ
ほ
し
い
計
器
。
五
百
円
ぐ
ら
い
。

健

破

壊

指

令

ナ

ン

バ

ー

1
(大
薮
春
彦
一
望
富
(
有
喜
和
子
)
一
五
キ
ロ
の
範
囲
が
よ
い
。
乙
ど
も
の
場
一
湿
度
主
O
度
以
下
に
な
っ
た
ら
、
ス

の

ら

変

人

武

士

道

(

南

条

範

夫

)

一

愛

よ

い

ず

こ

へ

(

ロ

ビ

ン

ス

)

一

合

は

年

齢

別

標

準

身

長

・

霊

童

子

一

ト

I
ブ
の
上
に
や
か
ん
で
ゑ
け
て
く

ん

か

警

め

た

礼

服

(

松

本

塁

)

一

わ

た

し

ゃ

そ

宅

左

き

て

き

た

一

手

帳

な

ど

で

調

べ

て

、

そ

れ

を

基

準

に

一

だ

さ

い

。

や

査

一

一

免

税

者

(

佐

賀

省

)

一

同

和

教

育

入

門

(

東

山

高

志

)

一

す

る

乙

と

。

一

乙

の

ほ

か

、

栄

養

計

算

尺

(

壬

一

盲

ち

診

し

持

蛸

山

川

町

抗

日

明

日

M
M

眼

(

水

上

型

一

1郷
土
資
料
l

一
富
普
あ
ま
り
古
い
も
の
は
ず
ら
い
)
、
ヵ

5
1計
(
主
ハ
百

赤

康

一

宮

早

め

に

。

お

そ

く

と

も

お

日

ま

で

複

雑

な

彼

(

三

島

由

紀

夫

)

一

愛

媛

の

先

覚

者

第

四

霊

び

に

愛

媛

一

Rか
き
。
時
々
お
医
者
さ
ん
か
薬
一
尽
ら
い
)
照
度
計
(
一
子
二
百
円
ぐ

診
査
す
受
け
た
赤
ち
ゃ
ん
は
主
了
一
、
そ
の
場
で
適
切
な
保
健
福
導
が
行
な
一
柳
沢
口
富
高
幾
重
男
、
久
保
富
士
子
、
一
に
お
願
い
し
ま
す
。
そ
れ
を
す
ぎ
る
と
わ
が
震
を
昼
に
祈
り
て
(
佐
伯
浩
ヤ
寸
一
の
先
人
勤
王
歌
人
巣
内
式
部
品
購
読
C
一
局
に
た
の
ん
で
正
し
い
か
ど
っ
か
調
べ
一
ら
い
)
な
ど
が
あ
り
、
さ
ら
に
液
体
の

棄
の
四
直
一
王
ハ
人
童
話
診
す
る
と
一
わ
れ
た
こ
と
は
、
と
く
に
乙
の
警
の
一
望
日
村
上
明
美
、
竹
田
美
恵
子
、
朝
一
年
内
の
く
み
取
り
は
で
き
な
い
こ
と
が
セ
ギ
ユ
l
ル
夫
人
童
話
集
3
5
6

一
希
望
の
宝
図
毒
こ
色
ざ
い
ま
す
一
マ
て
お
?
〈
。
二
一
言
盲
五
手
十
円
か

2ら金呈一盲青円原旦ぐぐ一容積警をは日かる写マス義類な宝ど、たく三さ

一

一

一

一

』

一

ら

い

。

婦

人

用

体

温

計

は

普

通

の

よ

り

一

ん

の

ハ

カ

リ

が

わ

た

く

し

た

ち

の

生

活

い

う

よ

い

成

績

で

し

た

。

こ

れ

は

お

か

一

大

き

な

成

果

と

い

え

る

で

し

ょ

う

。

一

日

美

和

子

、

一

あ

り

ま

す

。

よ

ん

で

お

き

た

い

文

学

第

一

二

春

一

か

ら

早

め

に

お

申

込

み

く

だ

さ

い

。

一

一

一

一

-

一

白

感

り

か

多

い

。

男

阪

は

三

六

・

八

度

一

の

中

で

、

た

い

せ

つ

な

役

目

を

果

た

し

あ
さ
ん
草
心
に
家
族
ぐ
る
み
、
地
域
一
表
彰
さ
れ
た
赤
ち
ゃ
ん
次
の
と
お
り
一
;
¥
韓
関
盟
申
告
書
(
電
話
二
一

l

I

l

l

i

-

-

1

1

一前後、

Eも
は
三
七
度

2・
二
一
て
い
ま
す
。

ぐ
る
み
の
関
心
の
あ
ら
わ
れ
と
恩
わ
れ
一
(
敬
語
)
一
樹
駒
鶴
齢
輯
購
輯
盟
関
問
、
一
一
一
γ

市
民
課
窓
口
へ
早
一
寝
た
ま
ま
輸
送
す
る
こ
と
も
で
き
、
冷
一
も
、
こ
の
車
の
世
話
に
な
ら
な
い
よ
っ
一
収
集
の
計
画
室
て
定
期
的
に
廻
る
よ
一
は
か
り
と
く
ら
し
一
票
差
。
婦
人
は
変
温
動
物
だ
雪
一
乙
れ
ら
を
み
ん
な
備
え
て
お
く
こ
と

た
い
へ
ん
よ
い
密
で
あ
り
ま
す
。
一
大
洲
品
川
千
弘
、
岩
田
康
、
橋
田
美
一
軸
髄
鰯
輔
輔
輯
購
輯
輔
自
に
ど
っ
そ
。
一
警
も
完
備
し
て
患
者
に
と
っ
て
は
印

τ相
た
が
い
に
伝
染
病
の
予
防
に
努
め
た
一
う
に
し
た
い
考
え
で
す
。
見
と
お
し
の
一
最
近
わ
た
く
し
た
ち
の
日
常
の
生
活
一
で
、
月
の
半
分
は
低
く
、
後
半
は
高
い
一
が
理
想
的
で
は
あ
り
ま
す
が
、
一
般
の

警
は
需
の
医
師
に
よ
っ
て
行
な
紀
、
上
申
真
由
美
、
梶
原
硲
、
中
川
覇
機
関
ア
¥
十
二
た

1
i
l
-
-
-
τ
分
の
な
い
も
の
と
い
え
ま
し
ょ
う
。
一
い
も
の
で
す
。
(
写
真
は
準
備
完
了
の
一
っ
き
し
だ
い
日
程
な
ど
を
お
知
ら
せ
し
一

2
2各

種
の
は
か
り
が
使
わ
れ
一
(
幻
・
4
度

)

。

一

震

で

は

そ

こ

ま

で

は

宗

届

き

ま

せ

わ
れ
ま
し
た
が
そ
の
結
果
を
分
析
し
て
一
望
小
谷
道
子
、
藤
井
千
晶
、
議
麟
轡
関
心
ふ
主
隔
離
専
用
一
と
い
っ
て
い
く
ら
田
川
崎
市
防
崎
直

γ

l

iら
、
よ
ろ
し
く
お
願
ぃ
主
主
つ
に
な
り
ま
し
た
。
一
③
書
と
く
に
き
室
内
一
ん

o
tで

き

る

だ

け

;

み
る
と
、
書
状
況
は
①
番
良
好
一
高
元
、
語
毅
、
渡
辺
京
子
、
稲
谷
騨
鱒

W純
一

二

夫

1機
車

を

配

車

一

一

1
1
1
1
1
I
l
l
i
-
-

一
ど
乙
の
と
家
庭
に
も
、
食
品
の
男
一
温
度
を
は
か
る
の
に
欠
か
せ
な
い
。
七
一
事
類
芝
な
え
て
生
活
史
口
理
化
、

百
八
人
(
二
四
・

2
1例
年

よ

り

一

雪

、

占

貴

司

、

野

妻

子

、

増

騒

購

齢

静

戸

時

機

一

喜

多

運

送

に

委

壬

一

バ

イ

ク

、

テ

ー

ラ

ー

一

定

か

る

計

器

や

体

温

計

な

ど

が

あ

っ

一

十

円

ぐ

ら

い

か

ら

あ

る

o

蓄
を
か
ね
一
家
族
の
健
康
管
理
に
役

5
5

少

し

わ

る

い

l

②

標

準

発

育

三

車

七

一

広

重

、

室

、

矢

号

、

語

襲

撃

一

J
市

長

毎

年

発

生

す

る

露

一

一

一

の

標

識

取

り

か

え

一

て

、

く

ら

し

の

中

で

た

い

へ

皇

し

一

た

も

の

は

千

円

ぐ

ら

い

ま

で

。

護

し

一

の

で

す

。

能
一
人
(
七
一
一

-
i
i士

二

一

回

憲

、

喜

一

、

喜

子

、

電

輔

盤

整

機

病

患

者

の

寝

容

量

え

る

一

ご

み

の

収

集

と

処

理

一

一

月

中

旬

か

ら

各

地

区

で

一

て

い

ま

す

。

一

た

り

仕

事

弓

ぃ

議

室

内

選

T
I
l
l
-
-」

朝

一

人

(

一

一

!

?

?

君

、

目

、

1
亙
宵
品
J
V
E
E号、
み

な

さ

一

一

原

動

機

長

車

(

バ

イ

ク

)

と

小

一

中

三

品

川

日

目

立

言

語

認

に

副

配

劇

引

き

γ年
里
し
て
い
る
が
、
建
格
差
は
一
藤
崎
義
人
、
田
中
敏
晴
、
往
回
良
子
一
議
絞
長
二
に
ケ
ん
に
不
立
け
て
い
ま
し
た
一
雨
量
で
行
な
っ
て
い
主
要
一
周
辺
の
ゴ
ミ
話
。
ろ
し
だ
い
に
ふ
え
一

Z自
動
車
(
農
耕
作
費
)
の
す
に
役
立
町

M
Eい
で
し
ょ
う

Z湯
温
計
正
十
円
付
ら
い
。
ぉ
戸

f
自

ι
i
t
ム

ミ

一

ぃ

日

明

日

間

日

計

上

平

時

融

当

F
J
ι

臨

内

野

間

取

れ

一

時

間

府

民

一

日

抗

告

五

時

時

一

一

昨

子

;

用

の

島

幸

一

話

料

配

当

耳

計

引

ー

さ
震
が
あ
っ
て
医
療
な
五
処
置
が
必
一
南
久
米
日
米
子
夏
、
磯
善
郎
、
騒
ぐ
一
fγ

急
今
之
さ
?
と
の
専
量
は
担
架
(
タ
ン
一
限
会
社
が
あ
た
る
こ
と
足
り
ま
し
た
大
し
て
い
る
の
で
、
そ
の
裂
を
検
討
一
ら
一
自
、
各
地
堅
付
な
う
予
定

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
J
7
2防
火

五
一
要
と
さ
れ
る
赤
ち
ゃ
ん
を
四
十
喜
一
富

Hi、

i、

一

宅

一

ゐ

?

ぎ

γ山口
h
j
A
M
J
h
y
r
p
v
v

む
よ
れ
カ
)
蓄
え
、
重
症
の
霊
は
一
市
内
の
詩
書
定
区
域
と
そ
の
一
し
て
い
ま
長
、
こ
の
ほ
ど
、
富
一
で
、

z
iし

い
こ
と

i
i師

、

3Utu-軒
念

EJ寸
劇

詩

軒

一

一

家

族

の

行

事

予

定

一

9

1

!

i

t

-

-

1

1

1

1

1

1

1

1

1

3

;

;

i

l

l

i

t

-

-

t

i

t

i

-

i

t

一

へ

の

委

託

に

ふ

み

き

っ

た

も

の

で

す

。

一

で

お

知

ら

せ

し

ま

す

。

定

め

ら

れ

た

日

一

一

v

一

一

一

一

一

一

知

ら

せ

る

時

刻

は

十

秒

ご

と

。

し

か

も

一

雲

市

外

局

番

に

つ

づ

い

て

市

露

呈

雪

さ

が

し

て

2
時
間
で
す
か
ら
、
一
作
業
が
軌
道
に
乗
る
に
は
少
し
時
間
一
に
学
取
り
か
え
る
よ
う
に
し
て
〈
だ
一
一
同
日
間
郡
山
科
辺
日
限
臨
時
計
監
尚
一
位
師
)
(
ニ
一
あ
と
半
月
で
お
正
月
。
一
宮
沢

主
天
気
予
報
、
時
報
も
O
K

一

完

封

軒

諸

島

日

時

計

ね

じ

一

昨

民

院

七

ぃ

一

が

か

か

り

ほ

司

直

日

lf

一

話

器

開

持

者

団

長

諸

諸

問

時

間

一

一

河

川

河

川

誌

刊

誌

は

一

大

都

市

な

み

の

電

話

サ

ー

ビ

ス

へ

一

清

叫

詩

吟

科

手

引

川

刊

誌

日

社

が

2
ヶ
j
に

j

一

各

地

一

区

で

防

抱

一

診

断

一

一

軒

諮

問

問

昔

話

長

詩

日

常

駐

r一
一
時
的
同
町
長
口
河
川
町
れ

周

一

』

一

で

、

よ

十

争

え

て

い

引

つ

も

り

で

も

途

二

月

一

干

九

日

1
L山
の

同

一

一

一

乙

の

よ

つ

な

観

点

か

ら

防

犯

活

動

表

が

あ

た

る

。

一

一

だ

く

し

た

ち

の

ち

ょ

っ

と

し

た

す

喜

欄
一
大
洲
の
喜
も
大
都
市
な
み
に
な
り
京
予
報
高
か
れ
ま
す
。
ま
た
、
ダ
イ
一
東
京
・
大
阪
な
ど
が
一
中
で
わ
か
ら
な
く
な
り
ま
す
。
電
話
を
官
番
が
会
蔀
2
ケ
タ
に
な
り
、
新
た
に
一
市
防
犯
協
会
で
は
、
犯
罪
の
な
い
明
言
し
て
、
た
が
い
に
手
議
'
互
い
、
一
一
室
長
義
あ
る
も
の
〉
マ
発
表
長
彰
I
本
人
一
一
泊
ら
d
Aヰ
す
か
ら
、
十
分
気
を
つ
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れ
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荷
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